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【序章】研究の目的と方法 

アメリカのバスケットボールの試合を見ると、気がつ

くことがある。それは人種の割合についてであり、黒人

が多く、白人が少ないことである。たとえば現在、バス

ケットボールの世界最高峰のリーグである NBA では、

全体の約 8 割が黒人選手で占められている。このように、

今日、バスケットボールは一般的に黒人選手が行うスポ

ーツだと考えられている傾向がある。 

しかし、バスケットボールが考案された当初は、白人

選手の割合が多く、黒人のスポーツとは考えられていな

かった。白人のスポーツであったバスケットボールは、

いつから黒人のスポーツとして考えられるようになった

のだろうか、また、どのような経緯でそうなったのだろ

うか。このような疑問を背景に本研究では、アフリカ系

アメリカ人がバスケットボールで頭角を現すまでを、文

献を用いて明らかにすることを目的とする。 

 

【第一章】 

第一章においては、どのような社会背景からバスケッ

トボールが考案されたのかを明らかにするとともに、考

案された後にどのような経緯でバスケットボールがアメ

リカにおいて普及し、発展したかについても明らかにし

た。これにくわえて当時バスケットボールをプレーして

いたのは主に黒人以外であったことについても明らかに

した。 

 

【第二章】 

 第二章においては、第一章で明らかにしたバスケット

ボールの歴史の中に、黒人がどのようにして介入してき

たのかを、黒人にバスケットボールを広めた重要人物を

踏まえながら明らかにした。 

 

【第三章】 

現存している世界最高峰プロバスケットボールリーグ

である NBA にいつ頃から選手の大多数を黒人が占める

ようになったのかを明らかにし、同時に時代毎の黒人ス

選手の位置づけについても明らかにした。 

 

【結章】 

 本研究の目的は、誕生当初は白人のスポーツであり、

全く黒人のスポーツとして考えられていなかったバスケ

ットボールがどのようにして、また、いつ頃から、黒人

のスポーツとして考えられるようになったのかを明らか

にすることであった。まず、どのようにして黒人のスポ

ーツとして考えられるようになったのかについては、以

下の要素を指摘した。 

①プレーしやすい環境 

②人種差別撤廃運動という社会的背景 

③ルール改正の影響 

 
この 3 つの要素から次第に黒人のスポーツと考えられる

ようになったのであると考えられる。 

次に、いつから黒人のスポーツと考えられるようにな

ったのかについてであるが、これについては定かではな

い。しかし、私は 2 つの転換期によって、バスケットボ

ールが黒人のスポーツと考えられるようになったのでは

ないかと考える。1 つ目の転換期は 1930 年代～1940 年

代である。この時代は、ニューヨーク・ルネサンスとハ

ーレム・グローブ・トロッターズの 2 つの黒人プロ巡業

チームが驚異的な勝率を残していた時代である。この 2

つのチームがプロの巡業チームとして全米を回りながら

勝ち続けたことで、全米の人々に黒人選手の実力が広ま

り、黒人へのバスケットボールの普及が全米で成し得た

のではないだろうか。 

2 つ目の転換期は、1960 年代～1970 年代である。こ

の時代は、プロリーグでも大学でも黒人選手が活躍し、

結果を残していた。この時代に、バスケットボール＝黒

人のスポーツというイメージが人々の頭の中に出来上が

った可能性は認められよう。 

 以上のように、1930～1940 年代と 1960 年代～1970

年代の 2 つの時代に黒人選手が存在感を強く示したこと

で、人々の頭の中にバスケットボールは黒人が行うスポ

ーツだと定着していったのだと推察し得る。 


